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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

Brtlgada症候群 で は心房細動(AF)を合併す る症例 が多 くみ られ るが､AF合併症例

で は しば しば心室細 動(VF)の既往 を認め る｡Brugada症候群 において心房 の電気

生理学的特徴はよ く知 られてい るが､心房の構造的特徴 については報告がない｡今回､

我 々は Brugada症 候群 におけ る電気生理学的､構 造的特徴 とそれ らの遺伝子変異

(SCNu 変異)との関連 について検討 した.仝57例 の Brugada症候群患者 を対象 と

し､全例 に電気生理学的検査 よ り心房内伝導時間(CT)､心エ コー図検査 よ り左房容積

係数(LAVI)を求め､SCNaA遺伝子変異の検索 を行 った｡VF の既往 があ る群 では､

高頻度 にAFの合併 を認 め､CTの延長 とIJAVIの増大 を認めたO さらに､AFを合併

しない群 において も VF の既往がある症例では CTと LAVIは有意 に高値 を示 した｡

SCN5A遺伝子変異 が存在 す る群 では CTの延長 と Ⅰ.AVIの増大 を認めるものの､不

整脈 イベ ン トの既往 との関連 は認めなか った｡従 って､ハ イ リスクBrugada症候群

患者 においては､た とえ AFの合併が無 くとも心房の電気的､構造的 リモデ リングが

充進 していることが示 され た｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

Brugada症候群では心房細動(AF)を合併する症例が多くみ られるが､AF合併症例ではし

ばしば心室細動(VF)の既往を認める｡Brugada症候群において心房の電気生理学的特徴は

よく知られているが､心房の構造的特徴については報告がない｡本論文ではBrugada症候

群における電気生理学的､構造的特徴とそれらの遺伝子変異(SCN5A変異)との関連につい

て検討 した｡全 57例のBrugada症候群患者を対象とし､全例に電気生理学的検査より心

房内伝導時間(CT)､心エコー図検査より左房容積係数(LAVI)を求め､SCN5A遺伝子変異の

検索を行った｡VFの既往がある群では､高頻度にAFの合併を認め､CTの延長とLAVIの

増大を簿めた｡さらに､AFを合併 しない群においてもVFの既往がある症例ではCTとLAVI
は有意に高値を示した｡SCN5A遺伝子変異が存在する群ではCTの延長とLAVIの増大を認

めるものの､不整脈イベン トの既往との関連は認めなかった｡従って､ハイ リスクBrugada
症候群患者においてAFの合併が無くとも心房の電気的､構造的リモデ リングが冗進 して

いる可能性を示した価値ある業績である｡

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡




